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RCE Hyogo-Kobe
（ESD推進ネットひょうご神戸）
• 現在、会員数は107名
• 事務局は神戸大学HCセンターと三役会
• 三役
代表 ：野崎隆一（神戸まちづくり研究所）
副代表：西谷寛（海と空の約束プロジェクト）

武田義明（元神戸大学）
監事 ：長谷川俊、齋藤優子（コープこうべ）

• 事務局長：清野未恵子（神戸大学）、副事務局長：高田知紀
（兵庫県立大学）



年度 主な出来事 連動したプロジェクト 神戸大学の動き

2005 日本福祉教育ボランティア学習学会・神戸大会
神戸大学HCセンター発足

2006 RCE認証に向けた準備 ESDボランティア育成プログラム推進ネットの設立

2007 RCE認証 第１回ESDフォーラム 「ぼらばん」事業の開始

2008 第１回ESDシンポジウム 第１回ESDシンポジウム・コア１００賀川開催 現代GPプロジェクト「アクショ
ン・リサーチ型ESDの開発と推

進」
2009
2010
2011 震災を基軸としたESD運動展開の方策探る
2012 松岡氏・事務局長

2013

2014 Global RCE Conference (岡山）参加 プラットフォーム構想の実体化
（グローカルスタディツアープログラム）

2015 ESDスタディツアープログラム開始
ESDカフェの開催

2016 ESD実践研究集会の開始 清野・事務局長 神戸大学全学部ESDコース運営

2017
2018 ESD実践研究の刊行、ESD修学旅行受入

2019 ESD Platform WILLの発足

2020 ESD車座トーク開始

63名

107名





ESD修学旅行受入（東北学院高校）



ESD実践研究の刊行（2018年~）



ESDプラットフォームWILLの活動



ESD車座トークの開始



誰と，どこで（5つの分野）

9

国内外の政策に統合する

日常の生活に統合していくための知識・技術を身に付け
強化する学習環境整備

教育者・トレーナー等の育成

18~35歳（ユース）の世代の力を引き出す．

地域におけるフォーマル・ノンフォーマル・インフォー
マルの学びの機会を創出

＝機関包括的アプローチ

政策的支援

変容学習とそのトレー
ニングのための環境

教育者の育成

ユースのエンパワメント

ローカルコミュニティ



これからの課題

政策的支援

教育者の育成

＋国内、海外のRCEとのコラボレーション

変容学習とそのための環境整備

ユースのエンパワメント

ローカルコミュニティ →各団体の実践の機会を共有

→ユースとRCEメンバーの有機
的な交流

→まだできてない


